
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
前期、後期のまとめ (筆記テスト)

前期、後期のまとめの実施

第 15 週
個人課題 発表会に向けて 3

音響効果で学んだ知識を活かし、作品を発表する準備

第 16 週
個人課題 発表会

音響効果で学んだ知識を活かし、作品を発表する

第 13 週
個人課題 発表会に向けて 1

音響効果で学んだ知識を活かし、作品を発表する準備

第 14 週
個人課題 発表会に向けて 2

音響効果で学んだ知識を活かし、作品を発表する準備

第 11 週
動画に対しての効果音を制作 2

与えられた動画に対して効果音制作する 2

第 12 週
動画に対しての効果音を制作 3　合評

与えられた動画に対して効果音制作する 3

第 9 週
イメージング課題 

写真に対して音をつけ想像する能力を養う (ライブラリー音源使用）

第 10 週
動画に対しての効果音を制作 1

与えられた動画に対して効果音制作する 1

第 7 週
MIDIコントローラの使い方 2

Ableton Liveでのポン出しを学ぶ

第 8 週
MIDIコントローラの使い方 3

ポン出し発表会

第 5 週
MIDIについて (応用)

MIDIについての応用を講義

第 6 週
MIDIコントローラの使い方 1

セッテイング方法、種類を学ぶ

学校外でPCMレコーダーを使用し、レコーディング

第 3 週
フィールドレコーディング 実習 2

レコーディングした素材を編集

第 4 週
フィールドレコーディング 実習 3

合評　　ライブラリー構築

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 各自 PC、ヘッドフォン持参　Avid protools    Adobe auditionを使用できるように準備

授業計画

第 1 週
フィールドレコーディングに向けて

フィールドレコーディングの準備、役割

第 2 週
フィールドレコーディング 実習 1

100%

課題制作物での評価 /90パーセント

平常評価 / 10パーセント

授業外における学修 特になし

教科書・教材 音声収録＆整音ハンドブック(玄光社)

0% 課題評価 90% 平常評価 10% 合計

授業方法
あらかじめ用意した映像素材に対して、ソフトウェアを使用して音声を充てることが基本となる。場合によっては音声収録
を実施する。

実務家教員による
実践的教育の内容

音響効果業務で使用する音源データは既存品を使用するだけでなく、自ら収集、制作、整理、製品への使用、販売などを
手掛けることもあり、教員の経験をもとにそれらを網羅した演習を展開する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
映画やアニメ、ゲームの演出に欠かせない音響効果について学ぶ。撮影された映像に合わせて効果音を収録する
「フォーリー」の技術や、音で映像を引き立たせるうえでの演出について演習、実習形式で学習する。

到達目標
効果音制作の基礎や応用を習得し、それらを活かして、放送やゲーム、アニメーション等の映像コンテンツやラジオ番組
に対して、音声の選択や収録等の制作ができるようになる。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 MAエンジニア

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

後期

必修/選択区分 選択必修 授業形態 演習

担当教員 田口　雅敏

2025

科目名 音響効果Ｂ 科目コード A870

授業時間/週 3 時間/週 年次 1年 学期


